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独
自
の
表
現
で
詩
の
世
界
を
切
り
開
い
た

草
野
心
平
（
一
九
〇
三
～
一
九
八
八
）
は
、福
島

県
石い

わ

城き

郡
上か

み

小お

川が
わ

村
（
現
・
い
わ
き
市
小
川
町
）

に
生
ま
れ
た
。
中
国
・
嶺れ

い
な
ん南

大
学
（
現
・
中
山
大

学
）
留
学
の
頃
よ
り
本
格
的
に
詩
作
を
始
め
、詩

誌
「
銅ど

鑼ら

」
を
創
刊
、高
村
光
太
郎
や
宮
沢
賢
治

ら
と
交
友
を
結
ん
だ
。
一
九
二
八（
昭
和
三
）年

十
一
月
に
蛙
の
詩
を
集
め
た
活
版
第
一
詩
集『
第

百
階
級
』（
銅
鑼
社
）
を
刊
行
し
、
以
来
起
伏
に

富
ん
だ
人
生
の
中
で
個
性
的
な
詩
を
多
く
生
み

出
し
た
。
現
在
で
は
、多
く
の
小
学
校
教
科
書
に

詩
「
春
の
う
た
」
が
採
用
さ
れ
、蛙
の
鳴
き
声
を

表
し
た
「
ケ
ル
ル
ン 

ク
ッ
ク
」
の
フ
レ
ー
ズ
は

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
心
平
を
魅
了
し
、
創
作
の
重
要
な
テ
ー
マ
の

一
つ
と
な
っ
た
の
が
富
士
山
で
あ
る
。心
平
は
、

富
士
山
を
「
一
つ
の
美
と
存
在
の
象
徴
」
と
し

て
捉
え
、「
存
在
を
超
え
た
無
限
な
も
の
」「
存

在
に
還
る
無
限
な
も
の
」
と
も
感
じ
て
い
た
と

い
う
（「
富
士
山
」〈「
現
代
詩
人
の
自
作
自

解
」〉）。
そ
の
富
士
山
を
数
々
の
詩
に
う
た
い
、

書
や
絵
画
で
も
富
士
の
魅
力
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
表
現
し
た
。

　
本
展
で
は
、
自
身
の
誕
生
日
記
念
の
富
士
山

来
訪
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、山
梨
県
立
甲
府
南
高
等

学
校
の
校
歌
作
詞
な
ど
、山
梨
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ふ
れ
な
が
ら
、
原
稿
、
書
、
絵
画
、
写
真
な

ど
約
二
五
〇
点
の
資
料
を
通
じ
て
、草
野
心
平
の

生
涯
と
生
命
力
溢
れ
る
詩
の
世
界
を
紹
介
す
る
。

　
編
集
委
員
は
阿
毛
久
芳
（
都
留
文
科
大
学
名

誉
教
授
）、
蜂は

ち
か
い飼
耳み

み

（
詩
人
・
作
家
）
の
二
氏
。

■
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
講
演
会

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

・「
牧
歌
へ
の
回
帰
」

10
月
21
日
（
日
）

講
師
　
島
田
雅
彦
（
小
説
家
）

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名

・「
草
野
心
平
、
詩
の
理
想
を
求
め
て
」

10
月
28
日
（
日
）

講
師
　
蜂
飼
耳
（
詩
人
・
作
家
）

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

・「
宮
沢
賢
治
、
高
村
光
太
郎
、
そ
し
て
草
野

心
平
―
コ
ス
モ
ス
、
世
界
共
通
意
識
と
孤
絶

意
識
に
か
か
わ
っ
て
―
」

11
月
10
日
（
土
）

講
師
　
阿
毛
久
芳
（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教

授
）

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

○
講
座

９
月
30
日（
日
）　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
40

分「草
野
心
平
と
富
士
山
―
展
示
の
み
ど
こ
ろ

―
」

講
師
　
伊
藤
夏
穂
（
当
館
学
芸
員
）

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

※
講
演
会
、
講
座
は
、
参
加
無
料
。
お
電
話
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
当
館
受
付
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

「
草
野
心
平
の
世
界
」

９
月
21
日
（
金
）
～
11
月
25
日
（
日
）

場
所
　
閲
覧
室
　
入
場
無
料

■
町
田
康
講
演
会

　
特
設
展
「
生
誕
120
年 

井
伏
鱒
二
展
」
の
関
連

事
業
と
し
て
、小
説
家
、詩
人
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
町
田
康
氏
の
講
演
会

「
井
伏
鱒
二
の
笑
い
と
悲
し
み
」
を
、六
月
十
日

（
日
）に
講
堂
で
開
催
し
た
。
井
伏
鱒
二
と
の
出

会
い
に
始
ま
り
、
そ
の
独
特
の
魅
力
に
つ
い
て

「
曲
げ
」と
い
う
町
田
氏
独
自
の
捉
え
方
で
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
語
っ
た
。

　「
井
伏
鱒
二
の
魅
力
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
」「『
山
椒
魚
』
以
外
の
作
品
も
読
ん
で

み
た
く
な
っ
た
」「
井
伏
さ
ん
、
町
田
さ
ん
、
両

方
と
も
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
講
演
後
は
、
参
加
者
の
多
く
が

特
設
展
会
場
に
足
を
運
ん
だ
。

山
梨
県
立
文
学
館
館報

1989(平成元)年
11月 創刊

第106号

心
平
さ
ん
が
い
つ
も
隣
に
 

和
合
亮
一
　
２

企
画
展
「
歿
後
30
年
　
草
野
心
平
展
　
ケ
ル
ル
ン 

ク
ッ
ク
の
詩
人
、
富
士
を
う
た
う
。
」

展
示
資
料
よ
り
 

３

閲
覧
室
よ
り
・
寄
贈
資
料
よ
り
　
 

４

教
育
普
及
事
業
よ
り
・
館
か
ら
の
ご
案
内
 

５

資
料
翻
刻
　
太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡

 

６
・
７

館
の
日
誌
　
・
利
用
の
ご
案
内
 

８

企
画
展

「
歿
後
30
年 
草
野
心
平
展

ケ
ル
ル
ン 
ク
ッ
ク
の
詩
人
、
富
士
を
う
た
う
。」
開
催

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日（
土
）〜
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

草野心平 画「空海富士」油彩
1968（昭和43）年 個人蔵
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い
わ
き
へ
。
郡
山
発
の
在
来
線
へ
と
乗
り
込

む
。
夏
井
川
渓
谷
を
過
ぎ
て
、
草
野
心
平
さ
ん

の
故
郷
の
町
で
あ
る
小
川
郷
へ
。年
に
何
度
か
、

そ
こ
に
あ
る
草
野
心
平
記
念
文
学
館
へ
と
向
か

う
。
緑
に
あ
ふ
れ
た
阿
武
隈
山
脈
の
膝
元
を
す

り
抜
け
る
よ
う
に
し
て
、
列
車
は
ゆ
っ
く
り
と

滑
っ
て
い
く
。

　
街
か
ら
山
の
中
へ
、
そ
し
て
川
沿
い
へ
。
車

窓
の
空
の
表
情
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
。

雄
大
な
景
色
と
そ
こ
に
浮
か
ぶ
雲
が
、
心
平
さ

ん
の
心
の
世
界
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
眺
め
な
が
ら
駅
弁
な
ど
を
開
く
と
、

詩
人
と
並
ん
で
食
べ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

く
る
。
歓
迎
さ
れ
る
か
の
よ
う
に「
背せ

戸ど

峨が

廊ろ

」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
美
し
い
渓
谷
の
入

り
口
の
あ
た
り
を
抜
け
て
い
く
。
こ
こ
は
心
平

さ
ん
が
名
付
け
た
景
勝
地
で
あ
る
。
名
づ
け
る

こ
と
が
と
て
も
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
私
の
好
き
な
詩
の
一
つ
に
こ
の
よ
う
な
出
だ

し
が
あ
る
。「
阿
武
隈
山
脈
は
な
だ
ら
か
だ
つ

た
。
／
／
だ
の
に
自
分
は
。
／
よ
く
噛
ん
だ
。

／ 

鉛
筆
の
軸
も
。
／
鉛
色
の
芯
も
。
／
／
阿
武

隈
の
天
は
青
く
。
／ 

雲
は
悠
悠
流
れ
て
ゐ
た
」。

私
も
良
く
鉛
筆
を
噛
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
阿
武

隈
の
山
々
の
穏
や
か
な
う
ね
り
を
追
い
か
け
て

い
る
と
こ
の
詩
が
浮
か
び
、
不
思
議
と
独
特
の

鉛
筆
の
味
も
思
い
出
し
て
し
ま
う
。

　
口
の
中
に
広
が
る
木
や
芯
の
香
り
…
。
筆
の

尻
に
犬
歯
や
奥
歯
の
噛
ん
だ
跡
が
つ
い
て
し
ま

い
、
良
く
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
い
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
も
思
い
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
な
だ
ら
か

な
風
景
と
鉛
筆
の
姿
を
取
り
合
わ
せ
て
、
一
つ

の
詩
に
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
天
性
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
や
懐
の
深
さ
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ

ら
れ
て
、
く
す
り
と
し
て
し
ま
う
。

　
列
車
は
進
む
。
そ
こ
だ
け
突
起
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
な
っ
て
、
ギ
ザ
ギ
ザ
の
岩
山
の
影
が

見
え
て
く
る
。
さ
て
目
的
地
は
近
い
。
こ
ん
な

ふ
う
に
こ
の
詩
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
な
だ

ら
か
な
阿
武
隈
の
山や

ま

脈な
み

の
ひ
と
と
こ
ろ
に
。
／

大
花
崗
岩
が
屹
ッ
立
つ
て
ゐ
た
。
／
鉄
の
鎖
に

つ
か
ま
つ
て
よ
ぢ
登
る
の
だ
が
。
／
そ
の
二フ

タ

箭ツ
ヤ

山サ
ン

の
ガ
ギ
ガ
ギ
ザ
ラ
ザ
ラ
が
。
／
少
年
の
頃
の

自
分
だ
つ
た
。」

　
心
平
少
年
の
影
は
、
あ
た
か
も
そ
の
ま
ま
小

さ
な
命
へ
と
化
身
し
て
い
く
か
の
よ
う
に
感
じ

る
。
彼
は
身
の
回
り
の
生
き
物
を
主
役
に
し
て

た
く
さ
ん
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
特
に
蛙
の
登

場
が
多
く
て
「
蛙
の
詩
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
心
平
さ
ん
は
生
前
、
特
に

彼
ら
に
深
い
愛
着
を
抱
い
て
い
た
。
た
く
ま
し

く
、
し
た
た
か
に
生
き
て
い
く
そ
の
姿
を
、
い

つ
も
追
い
か
け
て
飽
き
る
こ
と
な
く
描
い
て
き

た
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
こ
の
詩
は
蛙
の
大
合
唱
の
場
面
で
あ
る
。

　「
ぎ
ゃ
わ
ろ
ろ
ろ
ろ
り
ッ 

そ
ら
に
は
ま
ん
げ

つ
。
／
ま
ん
げ
つ
の
ま
わ
り
に
は
お
お
き
な
か

さ
／
さ
あ
　
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
　
げ
ん
き
に

う
た
お
う
。／
い
ち
　
に
い
　
さ
あ
ん
。／
ぎ
ゃ

わ
ろ
ッ
ぎ
ゃ
わ
ろ
ッ
ぎ
ゃ
わ
ろ
ろ
ろ
ろ
り
／

ぎ
ゃ
わ
ろ
ッ
ぎ
ゃ
わ
ろ
ッ
ぎ
ゃ
わ
ろ
ろ
ろ
ろ

り
」。
夜
の
地
べ
た
を
這
い
な
が
ら
生
き
て
い

る
、
強
い
声
と
生
命
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
生

活
に
苦
し
み
な
が
ら
も
詩
を
書
く
こ
と
を
第
一

に
生
き
て
き
た
心
平
さ
ん
の
後
ろ
姿
が
、
こ
れ

ら
の
詩
群
に
宿
さ
れ
て
い
る
と
も
感
じ
ら
れ

る
。

　
震
災
後
、
心
平
さ
ん
の
故
郷
も
含
め
た
浜
通

り
は
、
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
未

曾
有
の
被
害
を
受
け
た
。
津
波
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、近
隣
の
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
に
よ
り
、

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
心
平
さ
ん

の
書
斎
な
ど
が
あ
っ
た
「
天
山
文
庫
」
の
あ
る

川
内
村
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
避
難

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
に
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
、
人
は
戻
っ
て
き
た
。
七
年
が
経

過
し
た
現
在
も
、
人
口
に
つ
い
て
は
横
ば
い
の

状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
帰
還
し
た
方
々
は
か
つ
て
の
よ
う
に
農
業
を

再
開
し
て
い
る
。
田
に
再
び
に
水
が
引
か
れ
た

光
景
を
眺
め
て
、
人
が
戻
っ
て
き
た
と
村
人
た

ち
は
実
感
す
る
。
そ
れ
は
響
き
渡
る
蛙
の
叫
び

が
大
地
に
充
ち
満
ち
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
私

に
こ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
く
れ
た
方
が
あ
っ

た
。「
そ
の
声
を
聞
い
て
、心
平
さ
ん
が
弱
気
に

な
っ
て
い
る
私
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
よ
」
と
。
福
島
で
暮
ら

し
て
い
る
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
心
平
さ
ん
の
心

が
い
つ
も
傍
ら
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
詩
人
）
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■
企
画
展

「
歿
後
30
年
　
草
野
心
平
展

ケ
ル
ル
ン 
ク
ッ
ク
の
詩
人
、
富
士
を
う
た
う
。」

	

展
示
資
料
よ
り

①
草
野
心
平 

筆

　「
山
梨
県
立
甲
府
南
高
等
学
校
校
歌
」
額
装

同
校
蔵

　
草
野
心
平
は
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）

年
四
月
の
県
立
甲
府
南
高
等
学
校
開
設
に
あ
た

り
、
校
歌
の
作
詞
を
し
た
。
心
平
は
、
全
国
各

地
で
数
多
く
の
校
歌
作
詞
を
手
が
け
て
い
る

が
、
山
梨
県
で
は
本
校
の
み
。

　
本
資
料
は
歌
詞
の
一
番
と
二
番
を
同
年
八
月

二
十
三
日
に
墨
書
し
た
書
。『
草
野
心
平
日
記
』

第
一
巻
（
思
潮
社
）
同
年
七
月
二
十
一
日
の
日

記
に
は
、
日
向
誉
夫
校
長
と
教
頭
、
詩
人
で
当

時
の
山
梨
県
立
塩
山
高
等
学
校
校
長
の
内
田
義

広
の
三
名
が
、
信
州
蓼
科
の
天
下
山
房
で
療
養

中
の
心
平
の
も
と
を
訪
れ
、
校
歌
に
つ
い
て
の

打
合
せ
を
行
っ
た
記
述
が
あ
る
。『
山
梨
県
立
甲

府
南
高
等
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』（
一
九

八
二
年
十
月
）
に
よ
る
と
、
心
平
は
、
作
曲
を

担
当
し
た
清
水
脩お

さ
むら
と
と
も
に
校
歌
発
表
会
に

出
席
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、学
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ「
過

去
と
現
在
を
勉
学
し
　
我
等
未
来
に
生
き
や

う
」
の
墨
書
の
書
額
も
展
示
す
る
。

②
草
野
心
平 

画 

　「
わ
が
誕
生
日
に
　
河
口
湖
富
士
」
額
装

清
春
白
樺
美
術
館
蔵

　
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
五
月
十
二
日

の
誕
生
日
に
描
か
れ
た
富
士
山
の
ス
ケ
ッ
チ
。

鉛
筆
、
水
彩
等
の
画
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
草
野
心
平
日
記
』
第
三
巻
（
思
潮
社
）
同
日
の

項
に
よ
る
と
、
同
行
五
人
で
ラ
イ
ト
バ
ン
に
乗

車
し
、
山
中
湖
を
訪
れ
た
後
、
吉
田
口
を
少
し

登
っ
た
。
甲
府
営
林
署
諏
訪
の
森
苗
畑
事
務
所

（
現
在
の
富
士
パ
イ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
南
）の
辺
り

で
心
平
七
十
一
歳
の
誕
生
日
を
祝
い
、
富
士
山

や
赤
松
の
林
な
ど
を
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
。
次
に

河
口
湖
を
来
訪
し
、「
富
士
が
漸
く
頂
上
を
見
せ

た
と
い
う
の
で
湖
畔
の
溶
岩
の
上
に
腰
か
け
て

ス
ケ
ッ
チ
」
し
た
と
い
う
。
当
日
は
富
士
山
と

赤
松
林
、
河
口
湖
畔
の
溶
岩
流
な
ど
計
七
枚
の

ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
河
口
湖

で
の
一
枚
が
本
資
料
で
あ
る
。
そ
の
日
の
日
記

は
、「
い
い
誕
生
日
だ
っ
た
。
た
だ
遊
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
で
気
持
ち
は
い
い
」

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

③
草
野
心
平
「
喜
寿
の
日
の
不
尽
」
草
稿

い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
蔵

　
表
紙
に「
日
記
42
　
１
９
８
０
　
草
野
心
平
」

と
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
の
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十

五
）年
五
月
二
十
二
日
の
項
に
書
か
れ
た
草
稿
。

「
歴
程
」（
同
年
九
月
号
）
掲
載
後
、
詩
集
『
玄

玄
』（
一
九
八
一
年
三
月
　
筑
摩
書
房
）
収
録

（
と
も
に
題
名
は
「
喜
寿
の
不
尽
」）。

　
一
九
八
〇
年
五
月
十
二
日
の
七
十
七
歳
の
誕

生
祝
い
に
、
親
し
い
人
々
と
と
も
に
車
で
富
士

山
を
訪
れ
た
日
の
出
来
事
に
着
想
し
た
詩
。『
草

野
心
平
日
記
』
第
五
巻
（
思
潮
社
）
に
よ
る
と
、

当
日
は
相
模
湖
に
寄
っ
た
後
に
、
富
士
五
合
目

を
訪
れ
「
野
天
の
宴
」
を
開
き
、徒
歩
で
散
策
。

ま
た
、
下
山
後
に
麓
の
富
士
河
口
湖
町
の
司つ

か
さ食

堂
に
て
地
元
の
食
材
な
ど
を
肴
に
飲
食
を
楽
し

ん
だ
。
心
平
は
富
士
山
に
行
く
こ
と
を
長
年
夢

見
て
い
た
が
、晩
年
に
な
っ
て
か
ら
実
現
し
た
。

	

（
学
芸
課
　
伊
藤
夏
穂
）

「
喜
寿
の
日
の
不
尽
」
草
稿
（
部
分
）
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［
寄
贈
資
料
よ
り
］

	

（
平
成
三
十
年
五
月
～
七
月
）

○
太
田
比
奈
子
氏
よ
り
井
伏
鱒
二
筆
「
富
士
川
流

域
図
」
な
ど
二
〇
点
。

○
中
山
福
美
氏
よ
り
中
山
堅
恵
「
あ
だ
名
」
原
稿

な
ど
一
二
〇
点
。

○
上
田
雅
人
氏
よ
り
山
崎
方
代
「
寿
」
色
紙
な
ど

一
五
点
。

○
小
山
弘
明
氏
よ
り
「
第
六
二
回
連
翹
忌
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
。

○
篠
崎
美
生
子
氏
よ
り
篠
崎
美
生
子
「
芥
川
龍
之

介
聴
講
ノ
ー
ト
「
支
那
戯
曲
講
義
塩
谷
温
助
教

授
」
翻
刻
（
２
）」
抜
き
刷
り
。

○
横
川
翔
氏
よ
り
横
川
翔
「
雑
誌
『
ア
カ
ネ
』
の

再
検
討
」
抜
き
刷
り
。

○
佐
佐
木
幸
綱
氏
よ
り
佐
佐
木
幸
綱
筆 

佐
佐
木
信

綱
「
鳥
の
聲
水
の
ひ
び
き
に
夜
は
あ
け
て
神
代

に
に
た
り
山
中
の
村
」
一
枚
物
な
ど
二
点
。

　
次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

芦
澤
　
紗
知
子

一
瀬
　
公
弘

河
西
　
正
克

木
下
　
宏
一

小
石
川
　
正
文

小
林
　
高
志

坂
本
　
宮
尾

沢
口
　
芙
美

せ
き
ぐ
ち
　
さ
ち
え

中
島
　
国
彦

萩
原
　
篤
弘

秦
　
恒
平

花
里
　
鬼
童

平
松
　
伴
子

松
本
　
徹

槍
田
　
良
枝

米
山
　
和
江

　
涼
を
求
め
て

　
今
年
は
梅
雨
が
早
々
に
明
け
た
と
思
っ
た

ら
、
一
気
に
夏
の
盛
り
の
よ
う
に
な
り
、
異
常

な
ま
で
の
暑
さ
が
続
い
た
。一
歩
外
に
出
れ
ば
、

日
差
し
と
熱
風
、
温
度
差
が
身
に
堪
え
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
少
し
で
も
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

手
段
や
場
所
に
目
が
向
い
た
。

　
暑
い
時
期
を
乗
り
切
る
方
法
と
し
て
、
近
年

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
る
。
涼
し
い
空
間
に
多
く
の
人
で
集
ま
っ
て

涼
し
さ
を
分
か
ち
合
い
、
エ
ア
コ
ン
の
消
費
量

を
減
ら
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
現
在
、
全

国
の
多
数
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、
山
梨
県
で

も
九
月
三
十
日
ま
で
「
や
ま
な
し
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
」
を
推
進
し
て
い
る
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
を
実

践
で
き
る
場
所
が「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」

で
、
一
般
に
広
く
開
か
れ
た
公
共
施
設
や
商
業

施
設
な
ど
が
登
録
し
て
い
る
。
当
館
も
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
危
険
な
ほ
ど
の
暑
さ
も
、
こ
の
号
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
落
ち
着
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
暑

さ
を
感
じ
、
そ
れ
で
い
て
、
無
理
な
く
外
出
で

き
る
よ
う
な
ら
、目
的
地
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

近
く
に
来
ら
れ
た
と
き
で
も
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

に
当
館
を
訪
れ
て
欲
し
い
。
作
家
の
貴
重
な
原

稿
や
書
簡
、
愛
用
品
な
ど
を
見
ら
れ
る
展
示
室

や
、
一
休
み
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
で
、
ゆ
っ
た

り
と
時
間
が
過
ご
せ
る
。あ
わ
せ
て
閲
覧
室
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
触
れ
な
が
ら
滞
在
で
き
る

の
で
お
す
す
め
し
た
い
。
閲
覧
室
は
、
木
製
の

家
具
を
配
置
し
た
小
さ
い
な
が
ら
も
落
ち
着
い

た
空
間
だ
。
平
日
は
午
後
七
時
ま
で
、
土
日
・

祝
日
は
六
時
ま
で
開
い
て
い
る
。
展
示
室
を
閉

室
時
間
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後
で
も
利

用
が
可
能
だ
。
夕
方
、
日
も
傾
け
ば
、
わ
ず
か

で
も
気
温
が
穏
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
先
日
、

閲
覧
室
で
資
料
を
見
て
い
た
方
が
、
午
後
五
時

か
ら
少
し
前
に
退
室
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
壁
面

に
あ
っ
た
利
用
時
間
の
表
示
を
目
に
さ
れ
、
職

員
に
確
認
を
す
る
と
、
暑
く
も
あ
る
し
、
も
う

少
し
居
よ
う
、
と
、
閲
覧
席
に
戻
っ
て
行
か
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
閲
覧
室
の
一
番
奥
に
あ
る
閲
覧
席
は
、
長
机

に
三
つ
ず
つ
椅
子
を
横
並
び
に
し
て
、
全
部
で

十
五
席
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
や
調
査
研
究
等
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
席
の
正
面
は
大

き
な
窓
が
あ
り
、
芸
術
の
森
公
園
の
さ
ん
さ
ん

広
場
か
ら
美
術
館
側
を
望
む
。七・八
月
の
土
日

に
は
、
特
に
こ
の
席
が
涼
し
さ
を
感
じ
る
特
等

席
に
な
っ
て
い
た
。
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
池
の
噴

水
が
稼
働
し
て
い
て
、
十
数
本
の
水
柱
が
高
々

と
吹
き
上
が
る
様
子
が
よ
く
見
え
た
の
だ
。
き

ら
き
ら
と
光
る
水
し
ぶ
き
が
見
た
目
に
と
て
も

涼
や
か
だ
っ
た
。
噴
水
が
あ
っ
た
日
に
は
、
何

と
な
く
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た

よ
う
に
思
え
た
。
ふ
だ
ん
は
、
木
々
の
緑
や
空

の
青
さ
の
清
々
し
い
風
景
が
眺
め
ら
れ
る
。
閲

覧
席
と
は
別
に
、
室
内
に
は
ソ
フ
ァ
ー
が
点
在

し
て
い
る
。
閲
覧
席
と
は
ま
た
違
っ
て
く
つ
ろ

い
だ
気
分
で
い
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
好

み
の
席
で
、
資
料
を
い
ろ
い
ろ
手
に
取
っ
て
見

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
図
書
・
雑
誌
の
ほ
と
ん
ど
は
書
庫
に
保
管
し

て
い
る
が
、
閲
覧
室
内
に
あ
っ
て
自
由
に
利
用

で
き
る
資
料
も
少
な
く
な
い
。
最
近
発
行
の
雑

誌
は
詩
歌
や
小
説
な
ど
の
文
芸
誌
、
県
内
外
の

結
社
誌
・
同
人
雑
誌
な
ど
を
中
心
に
、
読
書
や

出
版
、
芸
術
分
野
を
含
ん
だ
約
百
四
十
誌
。
半

年
か
ら
一
年
分
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
置
い
て

い
る
。
新
聞
は
、
全
国
紙
・
地
方
紙
と
詩
歌
や

書
評
の
専
門
紙
が
約
十
紙
あ
る
。
常
設
の
「
県

人
著
作
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
山
梨
県
出
身
・
在

住
の
文
学
者
の
著
作
を
揃
え
る
。
テ
ー
マ
を
設

け
た
「
資
料
紹
介
」
で
も
多
様
な
図
書
・
雑
誌

を
並
べ
て
い
る
。
紙
資
料
以
外
で
は
、「
画
像
情

報
シ
ス
テ
ム
」
で
直
筆
原
稿
な
ど
の
画
像
が
多

数
見
ら
れ
る
。
作
家
名
や
資
料
名
を
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
タ
ッ
チ
、
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
だ
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
で
、
山
梨
ゆ
か
り
の
作

家
や
作
品
を
学
べ
る
映
像
を
約
三
十
本
上
映
し

て
い
る
。

　
こ
の
機
会
に
、
閲
覧
室
に
、
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
暑
い
時
期
が
終
わ
っ
て
も
、
い

つ
で
も
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ご
し
に
来
て

欲
し
い
。

（
資
料
情
報
課
　
小
林
幸
代
）

閲

覧

室

よ

り
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○
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・「
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
『
俳
句

入
門
』」

　
７
月
７
日
（
土
）、
俳
人
の
井
上
康
明
氏
を

講
師
に
、親
子
俳
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。
受
講
生
は
、芸
術
の
森
公
園
を
散
策
し

た
後
、
俳
句
を
つ
く
り
、
互
い
に
鑑
賞
し
合
っ

た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
俳
句
づ
く
り
は
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
楽
し
め
た
」「
言
葉
一
つ

一
つ
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
も
っ

と
俳
句
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が

り
、親
子
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
様
子

で
あ
っ
た
。

・「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
で
『
童
話
の
花
束
』
を
身

近
に
」

　
７
月
29
日
（
日
）、
美
術
講
師
の
小
林
睦
実

氏
を
迎
え
、夏
の
特
設
展
「
童
話
の
花
束
」
関

連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
受
講
生

は
、童
話
に
登
場
す
る
動
物
や
植
物
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
絵
を
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
ハ
ン
カ

チ
に
貼
り
付
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
親
子
で
簡
単
に
自
分
の
作

品
を
作
れ
て
う
れ
し
い
」「
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
も
の
を
教
え
て
も
ら
い
、よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
あ
が
っ
た
。

・「
あ
な
た
の
心
を
鏡
開
き
　
太
神
楽
の
世
界

を
体
験
し
よ
う
」

　
７
月
31
日
（
火
）、
か
が
み
も
ち
（
夫
婦
太

神
楽
） 

太
神
楽
師 

丸
一
仙
三
・
仙
花
の
両
氏

を
講
師
に
迎
え
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
芸

能
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
。
受
講
生
は
「
太
神
楽
と
は
何
か
？
」
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、お
手
玉
を
使
っ
た

○
文
学
創
作
教
室

　
神
永
学
講
演
会
「
わ
た
し
を
創
っ
た
も
の
」

　
７
月
14
日
（
土
）
に
文
学
創
作
教
室
の
一
環

と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
富
士
川
町
（
旧
増
穂
町
）
出
身
の
小
説
家
、

神
永
学
氏
が
、
作
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

や
、自
ら
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
語
っ
た
。「
格

好
を
つ
け
た
文
章
を
書
か
な
い
」「
固
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
書
く
」な
ど
の
文
章
を

書
く
上
で
の
心
構
え
や
、仕
事
で
出
会
っ
た
強

烈
な
個
性
を
も
つ
編
集
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、
話
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　
後
半
に
は
参
加
者
か
ら
活
発
に
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
ら

れ
た
。

　「
創
作
の
参
考
に
な
っ
た
」「
山
梨
県
出
身
の

作
家
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
投
げ
物
」
や
紙
テ
ー
プ
を
使
っ
た
「
立
て
物
」

な
ど
の
太
神
楽
芸
を
体
験
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
普
段
は
で
き
な
い
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
。」「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
集
中
力
が
つ
く
太
神

楽
は
、子
ど
も
に
よ
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

た
。

■
教
育
普
及
事
業

○
朗
読
公
演
会
「
耳
で
聴
く
芥
川
龍
之
介

　
〜
名
作
「
鼻
」「
歯
車
」
の
世
界
〜
」

平
成
30
年
９
月
24
日
（
月
）

出
演
　
辻
輝
猛 

山
谷
典
子 

井
上
倫
宏

制
作
　
華
の
ん
企
画

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名
　
入
場
無
料

※
要
申
込
。
電
話
ま
た
は
当
館
受
付
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
名
作
映
画
鑑
賞
会

・
10
月
６
日
（
土
）「
愛
と
死
を
見
つ
め
て
」

・
11
月
17
日
（
土
）「
幕
末
太
陽
傳
」

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名
　
無
料 

※
申
込
不
要

■
展
示
室

○
常
設
展
第
一
～
四
室

樋
口
一
葉
、
芥
川
龍
之
介
、
飯
田
蛇
笏
な
ど

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
と
も
に
、第
一

室
で
期
間
限
定
の
資
料
展
示
を
以
下
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

館
か
ら
の
ご
案
内

教
育
普
及
事
業
よ
り

・
秋
の
常
設
展

小
説
家
・
熊
王
徳
平

８
月
28
日
（
火
）
～
～
12
月
２
日
（
日
）

・
冬
の
常
設
展

小
林
一
三
と
文
芸

12
月
４
日
（
火
）
～
３
月
10
日
（
日
）

○
常
設
展
第
五
室

山
梨
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
１
０
４
名
を

二
期
に
分
け
て
展
示
。

・
10
月
６
日
（
土
）
か
ら
は
、
詩
・
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
・
漢
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
を
展
示
し
ま

す
。
第
五
室
は
、８
月
28
日
（
火
）
～
10
月

５
日
（
金
）、
11
月
27
日
（
火
）
は
休
室
し

ま
す
。

○
新
収
蔵
品
展

１
月
26
日
（
土
）
～
３
月
24
日
（
日
）

平
成
30
年
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
文
学
資

料
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
無
料
。

■
閲
覧
室

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・「
映
像
に
な
っ
た
文
学
作
品 

平
成
を
ふ
り

返
っ
て
」

２
月
８
日
（
金
）
～
４
月
７
日
（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

・「
山
崎
方
代
」（
11
月
１
日
生
ま
れ
）

10
月
26
日
（
金
）
～
11
月
15
日
（
木
）

・「
与
謝
野
晶
子
」（
12
月
７
日
生
ま
れ
）

11
月
30
日
（
金
）
～
12
月
20
日
（
木
）

・「
中
村
星
湖
」（
２
月
11
日
生
ま
れ
）

２
月
１
日
（
金
）
～
２
月
21
日
（
木
）

○
書
庫
見
学

11
月
20
日
（
火
）
県
民
の
日

午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回
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太
田
黒
克
彦
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
七
月
一

日
、
熊
本
市
に
生
ま
れ
た
児
童
文
学
作
家
、
随
筆
家
。
済
々

黌
中
退
後
に
上
京
、
中
央
公
論
社
編
集
部
に
勤
務
し
た
が
、

三
十
歳
頃
か
ら
文
筆
に
専
念
し
、「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
や
「
少

年
倶
楽
部
」
な
ど
に
童
謡
や
冒
険
小
説
を
発
表
。
特
に
、
動

植
物
の
生
態
を
精
緻
に
観
察
し
た
作
品
を
多
く
執
筆
し
た
。

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
十
二
月
、「
小
ぶ
な
も
の
が

た
り
」
が
野
間
文
芸
奨
励
賞
を
受
賞
、
一
九
五
六
年
九
月
に

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た『
マ
ス
の
大
旅
行
』

が
、サ
ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
九
四
五
年
一
月
、
山
梨
県
北き

た

巨こ

摩ま

郡
穴あ

な

山や
ま

村
（
現
在
の
韮に

ら

崎さ
き

市
穴あ

な

山や
ま

町ま
ち

）
に
疎
開
。
戦
後
に
上
京
す
る
が
、
再
び
穴
山

村
に
居
住
し
、
一
九
六
七
年
十
二
月
二
十
八
日
、
同
地
で
死

去
。
当
館
館
報
第
六
十
九
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
日
発

行
）
の
「
資
料
紹
介
」
で
は
、
遺
族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
「
マ

ス
の
大
旅
行
」
草
稿
な
ど
、
太
田
黒
克
彦
関
連
資
料
を
紹
介

し
た
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
書
房
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
六
月
十
二
日
消
印

拝
復

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

近
日
お
そ
く
も
二
十
日
ま
で
に
拙
稿
プ
ラ
ン
の
御
返
事
申
上

ま
す
。
そ
れ
で
は
お
そ
く
な
り
ま
す
か
。
い
ろ
〳
〵
と
た
の

し
く
考
へ
を
り
ま
す
。

ハ
シ
カ
の
御
経
過
い
か
が
で
す
か
。御
大
切
に
い
の
り
ま
す
。

蛇
足
　
題
名
一
案
　
家
庭
児
童
自
然
読
本
　
右
、
要
す
る
に
、
家

庭
に
す
ゝ
め
る
と
い
ふ
意
味

追
伸
　
但
し
、
原
稿
の
件
は
、
先
日
大
江
氏
と
の
御
話
に
て

七
月
一
ぱ
い
位
の
つ
も
り
に
て
予
定
い
た
し
を
り
ま
す
が
。

そ
れ
よ
り
も
っ
と
早
く
な
り
ま
す
か
知
ら
？
充
分
ゆ
っ
く
り

や
り
た
い
の
で
す
が
。	

草
々

い
そ
ぎ
乱
筆
に
て
取
り
敢
え
ず
、

〈
受
〉
四
谷
区
坂
町
七
八
　
竹
村
書
房
御
中
　
速
達

〈
発
〉
本
郷
千
駄
木
町
四
六
　
太
田
黒
克
彦

〈
註
〉
一
銭
五
厘
の
郵
便
は
が
き
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン

ク
を
使
用
。「
速
達
」
は
赤
色
鉛
筆
。消
印
は
「
駒
込
11
．６
．

12
」。

　
竹
村
坦
は
竹
村
書
房
社
主
。
太
田
黒
は
、
同
年
四
月
二
十

日
に
竹
村
書
房
か
ら
随
筆
集
『
水
辺
手
帖
』
を
刊
行
し
て
い

る
。太

田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
四
月
二
十
九
日

前
略
「
い
な
な
け
愛
馬
」
の
装
釘
は
ど
う
い
ふ
事
に
な
っ
て

を
り
ま
せ
う
か
？
誰
か
い
ゝ
人
は
な
い
か
と
い
ふ
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
門
外
不
出
の
み
多
く
果
し
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ

と
お
た
づ
ね
申
上
げ
ま
す
。い
づ
れ
近
く
拝
眉
の
上
に
て
又
、

	

敬
具

〈
受
〉
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉
太
田
黒
克
彦
　
二
十
九
日
夜

〈
註
〉「
松
原
湖
ヨ
リ
小
倉
山
ヲ
望
ム
」
と
印
刷
さ
れ
た
モ

ノ
ク
ロ
写
真
の
絵
葉
書
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
使

用
。
二
銭
切
手
一
枚
貼
付
。
消
印
は
「
駒
込
16
．
４
．
30
」。

　『
い
な
な
け
愛
馬
』は
、竹
村
書
房
か
ら
一
九
四
一（
昭
和
十

六
）年
五
月
二
十
日
に
刊
行
、カ
バ
ー
は
未
見
だ
が
、表
紙
と

裏
表
紙
に
赤
い
芙
蓉
の
花
が
描
か
れ
、裏
表
紙
に
の
み
蝶
が

一
頭
配
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、表
紙
の
書
名
は
黒
字
の
手
書
き

と
思
わ
れ
る
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、本
に
は
装
幀
者

等
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
三
十
一
日

前
略
　
一
昨
日
は
さ
っ
そ
く
川
魚
も
の
が
た
り
十
部
お
送
り

下
さ
れ
御
多
忙
中
御
世
話
様
で
し
た
。
こ
れ
で
僕
の
友
人
の

う
ち
そ
の
年
ご
ろ
の
子
供
を
有
つ
者
及
び
釣
り
な
ど
へ
行
く

者
に
は
先
づ
ひ
と
と
ほ
り
贈
り
ま
し
た
。
雑
誌
な
ど
へ
の
原

稿
一
両
日
中
に
す
む
つ
も
り
で
す
か
ら
双
方
の
都
合
よ
く
ば

拝
眉
を
得
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
尚
、
印
税
は
お
待
ち
し

て
ゐ
ま
す
か
ら
宜
し
く
願
上
げ
ま
す
。	

匆
〻
不
一

〈
受
〉
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉
八
月
三
十
一
日
　
太
田
黒
克
彦

〈
註
〉
郵
便
は
が
き
に
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
使
用
。
二
銭
切

手
一
枚
貼
付
。
消
印
は
「
駒
込
16
．
８
．
31
」。

　『
川
魚
も
の
が
た
り
』
は
、
竹
村
書
房
か
ら
一
九
四
一
年

八
月
二
十
日
に
刊
行
。
装
幀
は
、
小
説
家
の
下
村
千
秋
（
一

八
九
三
～
一
九
五
五
）。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一（
昭
和
十
六
）年
九
月
三
日
消
印（
追
伸
ノ
一
）

（
九
月
三
日
夜
の
手
紙
の
追
伸
）「
川
魚
も
の
が
た
り
」の
、「
少

年
少
女
読
物
集
」
と
書
か
れ
た
表
紙
の
文
字
は
私
の
友
人
間

で
は
非
常
に
悪
評
で
す
。
私
も
あ
ん
な
風
に
書
か
れ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
事
で
す
。「
読
物
」
と
い
ふ
二
字
が
何
よ
り

い
け
ま
せ
ん
。
読
物
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、
い
や
な
言
葉
で

す
。
そ
こ
で
、
広
告
な
ど
の
場
合
に
は
、「
少
年
少
女
の
た

め
の
」
と
か
、「
児
童
と
家
庭
」
と
か
し
て
下
さ
い
。
何
に

も
書
か
な
い
で
、
た
ゞ
、「
川
魚
も
の
が
た
り
」
で
も
い
ゝ

と
思
ひ
ま
す
。
内
容
を
示
し
た
か
っ
た
ら
、
広
告
文
の
文
章

の
中
で
い
へ
ば
い
ゝ
。
と
に
か
く
ヨ
ミ
モ
ノ
お
止
め
願
上
ま

す
。

資
　
料
　
翻
　
刻
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〈
受
〉
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉（
追
伸
ノ
一
）
太
田
黒

〈
註
〉
郵
便
は
が
き
に
黒
イ
ン
ク
を
使
用
。
二
銭
切
手
一
枚

貼
付
。
消
印
は
「
東
京
中
央
16
．
９
．
３
」。

　
葉
書
冒
頭
に
書
か
れ
た
「
九
月
三
日
夜
の
手
紙
」
は
所
蔵

し
て
い
な
い
。『
川
魚
も
の
が
た
り
』の
カ
バ
ー
は
未
見
だ
が
、

表
紙
、
背
表
紙
、
裏
表
紙
、
及
び
中
身
に
「
読
物
」
の
文
字

は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一（
昭
和
十
六
）年
九
月
三
日
消
印（
追
伸
ノ
二
）

そ
の
事
は
「
い
な
な
け
愛
馬
」
に
書
か
れ
た
「
読
物
」
と
い

ふ
二
字
の
時
に
も
感
じ
た
の
で
す
が
、あ
の
内
容
は
「
読
物
」

と
い
は
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
も
思
ひ
ま
し
た
。
し
か
し
本

当
は
、
あ
れ
で
も
「
少
年
少
女
小
説
」
と
し
て
貰
ひ
た
か
っ

た
の
で
す
。
お
会
ひ
す
る
機
会
が
す
く
な
い
の
で
こ
ん
な
く

ひ
ち
が
ひ
も
生
じ
る
の
で
せ
う
か
ら
、
で
き
る
だ
け
時
々
、

今
後
は
拝
眉
を
得
て
互
ひ
に
意
見
の
交
換
を
し
た
い
と
希
望

い
た
し
ま
す
。
尚
、
お
礼
お
く
れ
ま
し
た
が
、
五
人
へ
本
を

お
送
り
下
さ
っ
て
深
謝
、
そ
の
中
の
宮
内
氏
か
ら
も
手
紙
も

ら
ひ
ま
し
た
が
、
同
氏
は
専
門
的
に
魚
の
写
生
を
し
て
ゐ
る

人
で
す
か
ら
、
重
版
の
時
に
は
ぜ
ひ
入
れ
た
い
と
希
望
い
た

し
ま
す
。

こ
の
二
枚
の
ハ
ガ
キ
に
は
無
遠
慮
に
不
服
を
申
述
べ
ま
し

た
。
何
卒
あ
し
か
ら
ず
。
い
づ
れ
拝
眉
の
上
。

〈
受
〉
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉（
追
伸
ノ
二
）
克
彦

〈
註
〉
郵
便
は
が
き
に
黒
イ
ン
ク
を
使
用
。
二
銭
切
手
一
枚

貼
付
。
消
印
は
「
東
京
中
央
16
．
９
．
３
」。

　
前
出
『
い
な
な
け
愛
馬
』
の
表
紙
と
背
表
紙
に
「
少
年
少

女
読
物
集
」
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
太
田
黒
は
、
同

書
の
「
は
し
が
き
」
に
、
収
録
作
品
を
「
少
年
少
女
小
説
」

と
表
記
し
て
い
る
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
九
月
十
日

拝
復
　
御
多
忙
中
の
御
手
紙
拝
見
し
ま
し
た
。
万
一
こ
ち
ら

へ
御
来
遊
あ
れ
ば
等
と
も
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
、
近
く
帰
京
、

電
話
に
て
お
た
づ
ね
の
上
、
ち
ょ
っ
と
お
目
に
か
ゝ
り
た
く

思
っ
て
ゐ
ま
す
、
僕
は
吾
妻
川
へ
廻
り
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま

し
た
が
、
元
気
が
あ
ま
り
出
な
い
の
で
一
旦
帰
京
、
出
な
ほ

し
た
い
つ
も
り
で
す
、
持
っ
て
来
た
本
の
う
ち
「
山
郷
風
物

誌
」
が
あ
り
ま
す
が
、い
つ
ぞ
や
の
「
問
題
」
は
と
も
か
く
、

再
読
し
て
「
得
る
」
と
こ
ろ
相
当
で
す
。
山
、
天
体
、
動
物
、

植
物
と
、
今
度
の
の
参
考
書
を
い
ろ
〳
〵
読
ん
で
ゐ
る
と
、

そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
糸
を
引
き
、
も
っ
と
見
に
行
き
た
い
も
の

も
多
く
、
キ
リ
が
な
く
な
る
や
う
で
す
、	

匆
〻
敬
具

〈
受
〉
東
京
市
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉
榛
名
に
て
　
克
彦
　
九
月
十
日
夕

〈
註
〉
郵
便
は
が
き
に
黒
イ
ン
ク
使
用
。
二
銭
切
手
一
枚
貼

付
。『
山
郷
風
物
誌
』
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月

二
十
五
日
に
竹
村
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
登
山
家
で
随
筆
家

の
長
尾
宏ひ

ろ

也や

（
一
九
〇
四
〜
一
九
九
四
）
の
随
筆
集
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
九
月
十
七
日

前
略
「
水
辺
手
帖
」
二
部
さ
っ
そ
く
御
送
り
い
た
ゞ
き
、
こ

わ
す
の
は
を
し
い
け
れ
ど
、
こ
わ
し
ま
す
。
先
は
右
御
礼
ま

で
。
以
下
後
便
に
て
　
不
備

〈
受
〉
四
谷
区
北
伊
賀
町
十
二
　
竹
村
坦
様

〈
発
〉
十
七
日
夜
、
克
彦

〈
註
〉「
箱
根
駒
ヶ
岳
―
湯
ノ
花
澤
温
泉
駒
ヶ
岳
ホ
テ
ル
」

と
印
刷
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
絵
葉
書
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ン
ク
を
使
用
。
二
銭
切
手
一
枚
貼
付
。
消
印
は
「
駒
込

16
．
９
．
18
」。

　
太
田
黒
は
、「
主
に
水
に
縁
あ
る
も
の
」（
跋
文
よ
り
）
を

集
め
た
随
筆
集
『
水
辺
手
帖
』（
一
九
三
六
年
四
月
二
十
日 

竹
村
書
房
）
の
増
補
改
訂
版
と
し
て
、
一
九
四
二
年
六
月
二

十
五
日
、『
水
辺
随
筆
』
を
日
本
電
報
通
信
社
出
版
部
か
ら

刊
行
し
て
い
る
。

太
田
黒
克
彦
　
竹
村
坦
宛
書
簡
（
葉
書
）

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
一
月
十
七
日
消
印

前
略
、
明
十
八
日
午
后
ち
ょ
っ
と
お
訪
ね
し
た
い
と
存
じ
ま

す
が
御
在
宅
で
せ
う
か
？
御
都
合
わ
る
か
っ
た
ら
御
面
倒
乍

ら
速
達
便
に
て
願
上
げ
ま
す
。
御
返
事
な
き
場
合
に
は
、
た

ぶ
ん
御
在
宅
と
思
っ
て
伺
ひ
ま
す
。
明
日
は
ち
ょ
っ
と
東
京

の
ま
ん
中
へ
行
く
つ
い
で
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
。
先
は
右

ま
で	

匆
〻

〈
受
〉
四
谷
区
、
北
伊
賀
町
、
十
二
　
竹
村
坦
様
　
速
達

〈
発
〉
本
郷
区
千
駄
木
町
五
〇
　
太
田
黒
克
彦

〈
註
〉「
涼
風
流
れ
／
流
る
ゝ
す
ゞ
風
．
心
気
澄
み
て
．
遙

か
に
仰
ぐ
は
／
霊
の
嶺
富
岳
．
三
ツ
峠
に
憩
ふ
ひ
と
ゝ
き
―

／
（
国
立
公
園
・
富
士
五
湖
）」
と
印
刷
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ

写
真
の
絵
葉
書
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
使
用
。
切
手

部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。消
印
は
「
四
谷
16
．11
．17
」。

「
速
達
」
は
朱
筆
。

（
翻
刻
者
　
学
芸
課
　
保
坂
雅
子
）

［
訂
正
］
一
〇
五
号
「
資
料
翻
刻
」
註
記
の
「
東
京
女
子

師
範
学
校
」
は
、「
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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■開館時間
○展示室　９：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　９：00～19：00（土・日・祝日は18：00

まで）
○講　堂・研修室　９：00～21：00
○茶　室　９：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　９：30～16：20
■休館日（９月～３月）
○９月３・10・18・25日
○10月１・９・15・22・29日
○11月５・12・19・26日
○12月３・10・17日
○１月７・28日
○２月４・12・18・25日
○３月４・11・18・25日
○年末年始は、12月25日（火）～１月１日（火）まで休館し

ます。また、１月15日（火）～１月22日（火）は館内整備
等のため休館します。
■施設利用のお申込について
○講堂・研修室・研究室・茶室の申込みは、使用しようとする

日の６ヶ月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申込みの

際、ご説明いたします。

■展示室観覧料

※65歳以上の方（企画展は県内在住者のみ）、障害者手帳をご
持参の方及び介護者、並びに高校生以下の児童・生徒の観覧
料は無料です。

※11月20日（火）の県民の日は無料です。

山梨県立文学館　館報　第 106 号
　平成 30 年 9 月 10 日発行
　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
　　　発行所　　山 梨 県 立 文 学 館
　　　〒４００－００６５
　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
　　　☎ 055（235）8080　FAX 055（226）9032
http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
※紙面・記事・写真等の無断転載・転用

はお断りします。

館　の　日　誌
６・５（火）	夏の常設展 期間限定公開
	 「高浜虚子と山中湖の虚子山荘」（～８・26）
６・８（金）	閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介「太

宰治」（～６・28）
	 浅川中学校出前授業（魅力的な短歌の作り方）
６・９（土）	書庫見学
	 年間文学講座1「はじまりは信玄公誕生 ―『中興

略説』」
	 講師 長谷川千秋（山梨大学教授）
６・10（日）	町田康講演会「井伏鱒二の笑いと悲しみ」
	 講師　町田康（作家）
	 第 2回読書会
６・15（金）	都留高等学校出前授業（魅力的な短歌の作り方）
６・21（木）	年間文学講座２「黒澤明『赤富士』（『夢』第６

話）を観る /読む」
	 講師 菊池有希（都留文科大学准教授）
６・24（日）	文学創作教室「初心者短歌教室」第 3回
	 講師　三枝浩樹（歌人）
６・30（土）	年間文学講座1「お城の伝説 ―躑躅ヶ先館と新府

城」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
７・７（土）	夏のワークショップ「子どもとその保護者のため

の『俳句入門』」
	 講師　井上康明（俳人）
７・８（日）	第 3回読書会
７・12（木）	鰍沢中学校出前授業（魅力的な短歌の作り方）
７・14（土）	特設展「童話の花束　子どもたちへの贈り物」

（～８・26）
	 閲覧室資料紹介「みんなで読もう日本の名作」

（～８・26）
	 文学創作教室　神永学講演会
	 「わたしを創ったもの」講師　神永学（作家）
７・16（月・祝）夏休み自由研究プロジェクト「お花のうちわ

づくり」
	 茶室「素心菴」にて呈茶

	 学芸員実習（～７・22）
７・22（日）	年間文学講座 3「童話創作の背景 ―芥川龍之介・

村岡花子・徳永寿美子―」―特設展「童話の花束」
関連講座

	 講師　保坂雅子（当館学芸課長）
７・24（火）	教師のための学習会
７・26（木）	年間文学講座 2「明治期の紀行文と富士山」
	 講師　野口哲也（都留文科大学准教授）
７・28（土）	年間文学講座１「三枝氏の伝説 ―大善寺」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
７・29（日）	夏のワークショップ「デコパージュで『童話の花

束』を身近に」
	 講師 小林睦実（美術講師）
７・31（火）	夏のワークショップ「あなたの心を鏡開き　太神

楽の世界を体験しよう」
	 講師　かがみもち（夫婦太神楽） 太神楽師 丸一

仙三・仙花
８・１（水）	ジュニアインターンシップ受け入れ（～８・５）
８・２（木）	年間文学講座 2「夏目漱石・多和田葉子と富士山」
	 講師　野口哲也（都留文科大学准教授）
８・５（日）	名作映画鑑賞会「赤毛のアン」
８・12（日）	第４回読書会
８・28（火）	秋の常設展　期間限定公開
	 小説家・熊王徳平（～ 12・２）
８・31（金）	年間文学講座１「上洛したご本尊 ―秀吉と善光

寺・付牛塚」
	 講師 長谷川千秋（山梨大学教授）
９・６（木）	年間文学講座2「太宰治『富嶽百景』の時代 永井

荷風・横光利一」
	 講師　古川裕佳（都留文科大学教授）
９・７（金）	閲覧室 文学者の誕生日にちなんだ資料紹介「辻

邦生」（～９・27）
９・８（土 )	文学創作教室
	 講師　三枝昻之（当館館長・歌人）
９・９（日）	第 5回読書会

利用のご案内

常　　設　　展 企　画　展 常設展と
企画展の
セット券個　人

団体
（20人以上）

美術館との
共　通　券

個　人 団　体

一 般 320円 250円 670円 600円 480円 730円

大 学 生 210円 170円 340円 400円 320円 490円


